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【研究概要】 

高速増殖炉(高速炉)とは、その名のとおり、現在、国内・国外で数多く稼

動している原子炉（軽水炉）に比べ原子炉内の中性子のスピードが高速の原

子炉のことです。高速中性子が燃料中に多く含まれていますＵ－２３８に吸

収されますと核分裂性物質であるＰｕ－２３９が生成され、燃料の増殖が高

速炉では可能になります。 軽水炉で冷却材、減速材として用いられている

水（軽水）が高速炉では使えないため、冷却材として熱伝導に優れたナトリ

ウムがよく用いられています。また、燃料としてウランの他、プルトニウム

が使われています。このように、高速炉は軽水炉と異なっているため、その

特性、特に安全特性を正確に把握し、プラントの安全性を向上し、保守・保

全によりプラントの健全な維持・管理を図る必要があります。本研究開発で

は、高速炉を実用化する際に必要な①炉心・燃料技術、②プラントの安全性

に関する技術、③プラント保全技術を、高速原型炉「もんじゅ」のデータを

有効に活用して研究し、将来の高速炉の設計に有用な知見を得ました。広い

研究分野の研究プロジェクトですので、お互いの研究にも関与しながらプロ

ジェクトを進めました。これにより、原子炉プラント全体の安全性、保守・

管理を考えて、それぞれの研究開発を実施できたのは意義深いことでした。 

【その後の取り組み】 

高速炉はフランス、ロシア、インド、中国で積極的に開発が進められてい

ます。高速炉は増殖性に優れているため、エネルギー源として持続可能性の

点でメリットがありますが、最近はこの持続可能性に加えて、放射性廃棄物

の減容の点でも注目されています．半減期が長く、処理・処分の面でも厄介

なマイナーアクチニド（Np，Ａｍ，Ｃｍといった元素です）を高速炉の燃料

中に入れると核分裂により消滅できます。これをマイナーアクチニド核変換

といいますが、安全性を損なわず、マイナーアクチニドを核変換できる高速

炉が開発できれば、原子力の将来も明るくなってきます。 

若い皆様が、この課題にチャレンジしてくれることを期待しています。 
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図２ 「もんじゅ」上部プレナムの

温度成層に対する数値計算モデル 

新たな統計科学手法に基づき「もんじ

ゅ」上部プレナムの温度分布を正確に

予測する手法を確立しました。 

 

図１ 大型高速炉の出力分布に対する内部

ダクトの影響 

大型の高速炉では燃料集合体内の内部ダクト

の位置等の非均質効果が出力分布に大きく影

響することが明らかになりました。 

図３ ロボットを用いた遠隔操作溶接補修技術の高度化 

ロボットによる高速炉の二重管の検査溶接補修を行うための遠隔装置の開発をしました。 
 


